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【禁忌・禁止】
＜使用方法＞
1．本製品は、「アルコン® アクリソフ§ シングルピース」以外の

眼内レンズには使用しないこと。
［「相互作用」の項参照］

2．�本製品は、「IOL デリバリーシステム」以外と併用しない 
こと。

［「相互作用」の項参照］

【形状・構造及び原理等】
本製品は、眼内レンズをIOLデリバリーシステムに装填するためのピ
ンセットである。
製品コード：AE-4253N

［材質］
ステンレス鋼

［形状］

【使用目的又は効果】
眼内レンズをつまみ、又は把持するために用いる器具である。

【使用上の注意】
＜重要な基本的注意＞
1．初回使用直前ならびに使用後は十分に洗浄すること。
2．本製品は未滅菌品であるので、使用前に必ず滅菌すること。

［「保守・点検に係る事項」の項参照］
3．本製品を使用する前に損傷がないこと、及び正常に作動すること

を確認すること。
4．折損、曲がり等の原因になり得るので使用時に必要以上の力（応

力）を加えないこと。

＜相互作用＞（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること）
〈併用禁忌〉（併用しないこと）

1．�本製品は、「アルコン アクリソフ シングルピース」以外の眼内
レンズには使用しないこと。

2．本製品は、「IOL デリバリーシステム」以外と併用しないこと。

【保管方法及び有効期間等】
＜保管方法＞
貯蔵・保管にあたっては、洗浄後、腐食を防ぐために保管期間の長短
にかかわらず必ず乾燥すること。
＜有効期間＞
再汚染を防ぐため清潔な場所に保管するとともに、有効保管期間の管
理をすること。

＊

【保守・点検に係る事項】
下表は、高圧蒸気滅菌サイクルの標準的な時間と温度である。バイオ
バーデンは滅菌装置等によって異なるため、滅菌条件のパラメーター
等については各施設で検討すること。

滅菌方法 滅菌器の種類 包装状態 滅菌温度 滅菌時間
高圧 

蒸気滅菌 加圧排気 包装 132℃ 34分

フラッシュ 
滅菌 加圧排気 未包装 132℃ 10分

高圧 
蒸気滅菌

真空 
強制排気 包装 132℃ 4分

フラッシュ 
滅菌

真空 
強制排気 未包装 132℃ 4分

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
［製造販売業者］

日本アルコン株式会社

［お問い合わせ窓口］
日本アルコン株式会社
電話番号：0120-825-266（メディカル統括部　学術情報部）

＊

＊＊

●Illustrator（CID）→InDesign CS6（pro5）移行品

＊機械器具　36　医療用ピンセット
＊一般医療機器　＊ピンセット　＊JMDNコード：35079001

アシコ　鑷子
（アシコ　インジェクター　ローディング鑷子）

15-16　アシコ　インジェクター　ローディング鑷子
＊＊2017年 6 月改訂（第3版、新記載要領に基づく改訂）
  ＊2009年 6 月改訂（第2版）

＊医療機器届出番号：13B1X00211000016



日本アルコン（株）
15-16　アルコンインジェクター・ローディング鑷子� 2ページ

2/2

2017.6/15

1．眼内レンズを装填する直前に、IOLデリバリーシステムのカート
リッジ内部にアルコン社推奨の粘弾性物質を十分に充填する。
推奨される粘弾性物質については、日本アルコン株式会社まで問い
合わせること。
眼内レンズの容器の平らな部分にも粘弾性物質を1滴落とし、さら
に、光学部上面中央にも粘弾性物質を数滴落とす。
鑷子を容器に対して直角に持ち、片方の支持部を慎重に挟む。眼内
レンズを容器から取り出して、落とした粘弾性物質の上に置く。

2．鑷子を開いて、眼内レンズの容器から眼内レンズの支持部を挟んで
取り出す。
薄い方の鑷子先端を上に向けて鑷子を水平に持ち、6−12時の方向
に、光学部径の1/3〜1/2程度把持する。
光学部がカートリッジ内に完全に収まるまで眼内レンズを挿入し、
カートリッジ上面の眼内レンズのイラストに合わせて眼内レンズの
向きを定める。

注意：�鑷子先端は閉じた状態で、図のように溝を
形成し、眼内レンズを眼内に挿入する際に
使用する。眼内レンズを容器から取り出す
際には、先端部分を避けて支持部を挟む 
こと。

3．鑷子の薄い方の先端で眼内レンズをカートリッジの底面に慎重に押
し付ける。
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4．以降の作業は、鑷子を閉じて使用する。
（1） 閉じた鑷子先端部の溝で、後方の支

持部を捕える。

（2） 鑷子先端部の溝で捕えた後方の支持
部を、光学部の上にのせる。そのま
ま鑷子をカートリッジ内奥に向け挿
入する。鑷子下側の段が光学部を押
し、眼内レンズはカートリッジ内部
に挿入される。

（3） 鑷子先端部の根元がカートリッジ開
口部に達するまで、鑷子を押し進め
る。

（4）鑷子を閉じたまま引き出す。

【アシコ　インジェクター　ローディング鑷子の取扱い方法】
眼内レンズの容器からの取り出し及びIOLデリバリーシステム（カートリッジ）への装填

＊

●Illustrator（CID）→InDesign CS6（pro5）移行品


